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中
．
に
日
向
・
巾
属
に
は
爵
蘇

叡
に
中
汀
紡
績
会
剃
の
誘
致
が

隔
ぽ
決
等
し
、
鉱
道
開
通
以
来

の
人
飛
躍
の
年
が
約
東
さ
れ
て

居
り
ま
す
の
で
、
今
研
の
新
年

は
実
、
に
有
雅
い
嬉
し
い
四
一
で

あ
り
τ
し
た
，

巾
役
所
で
は
市
吏
員
諸
君
が
白

発
的
に
申
し
く
口
わ
廿
て
、
新
年

の
廻
礼
を
廃
一
1
し
ま
し
た
の
で
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獅
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“
酒
客
も
．
干
っ
て
少
な

く
、
私
な
ど
実
に
静
か
な
穏
や

か
な
二
日
間
を
過
さ
し
て
頂
、
・

レ
丈
し
た
。
そ
ね
に
“
オ
か
ら
4
1

頭
ド
か
け
・
甲
熟
し
て
巾
役
凹
の
移

転
が
行
わ
れ
、
蘇
衣
の
御
用
納

め
は
旧
月
舎
で
行
い
、
年
頭
の

御
川
始
め
式
は
新
1
1
舎
の
講
賞

で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

か
よ
う
に
極
め
て
お
手
軽
に
市

騨
篶
圃
蕨
認
蹴
憲
獣
詑
％
認
大
小
様
々
の
錐
関
が
横
た
わ
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方
々
に
も
艮
く
御
迷
慣
を
か
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ヒ
す
。
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工
場
誘
致
で
は
ほ
ん
と
う
に
御
序
の
［
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
姐
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配
を
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ま
し
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、
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が
出
な
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も
の
一

で
も
あ
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ま
い
と
心
配
致
し
て
・
け
れ
ば
な
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ま
せ
ん
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私
共
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ま
す
が
・
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と
取
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始
め

も
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あ
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こ
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取
急
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で
移
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し
た
点
竺
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御
許
容
を
仰
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し
な
け
れ
ば
な
り
ま
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。
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舎
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け
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事
業
が
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の
効
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果
が
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な
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そ
れ
程
ま

た
困
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も
大
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と
思
わ
ね
ば

な
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ま
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今
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我
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が
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を
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に
し
た
区
画
轄
理
事
業
）
も
、
十
二
月

り
す
る
か
。
総
て
は
こ
の
航
送
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

的
大
事
業
の
雁
史
の
上
に
示
さ
一

れ
る
で
あ
り
ま
し
よ
う
。
私
共
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪
　
　
　
　
一

す
。
私
共
日
向
南
民
の
良
識
が
．
は
な
く
、
五
年
、
十
年
長
い
将
　
二
十
八
日
付
で
認
可
と
な
り

発
揮
せ
ら
れ
て
今
後
の
“
嘆
が
来
に
向
っ
て
努
力
を
続
け
ね
ば
｝
し
た
の
で
、
頑
ち
に
着
工
す

ス
ム
ー
ズ
に
進
展
す
る
か
、
或
　
な
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
㎝
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

は
ま
た
私
署
向
市
民
の
無
頼
本
紙
＋
二
月
号
で
お
知
ら
せ
し
慮
・
市
と
し
ま
し
て
は
直
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
熊
勢
を
轄
え
て
お
り
ま
す

館
、
に
便
用
し
、
一
部
は
市
民

の
家
雌
今
世
会
場
や
結
婚
式
場

に
使
っ
て
貰
い
、
ま
た
賊
つ
た

部
屋
に
は
食
糧
三
隅
所
、
統
卍

那
務
所
、
木
庚
検
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懐
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市
畿
会
議
長
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過
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し
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一
一
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今
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こ
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・
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派
な
実
を
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ぶ
彗
で
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と
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大
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に

努
力
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こ
と
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ま
す
。

皆
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ん
日
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巾
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艮
さ
は
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あ
り
ま
す
が
、
先
づ
第
一
は
旭

川
の
欧
，
冨
な
し
業
用
水
と
掘
気

捜
ぴ
奥
地
一
帯
の
山
林
資
跡
で

あ
り
よ
寸
。
入
郷
各
村
の
持
つ

山
林
冗
庫
と
日
向
弗
の
数
卜
万

坪
の
岬
立
地
、
工
業
港
に
合
睦

て
庶
ま
れ
た
人
的
資
槻
を
持
っ

て
い
り
こ
と
を
κ
え
、
江
業
立

地
の
点
か
ら
み
て
も
い
か
に
入

郷
一
帯
と
日
向
市
が
深
い
閏
係

に
あ
る
か
が
伺
え
る
の
で
あ
り

ま
寸
。

又
ぬ
く
東
群
紡
績
会
村
が
パ
ル

プ
と
ス
フ
の
一
貫
工
場
建
設
を

始
め
ま
す
と
、
文
応
通
り
好
景

気
が
来
る
と
思
い
ま
す
。
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工
．
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は
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三
十
佃
円
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投
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田
画

と
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わ
れ
、
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れ
に
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し
て
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一

何
よ
う
に
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が
受
入
れ
る
か

は
そ
の
各
々
の
心
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え
一
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だ

と
思
い
ま
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。
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好
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に
す
る
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と
な
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に
協
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し
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て
与
え

ら
れ
た
恵
み
に
浴
し
ま
し
よ

水
を
利
用
す
る
1
場
が
建
設
さ

れ
、
耕
地
は
宅
地
に
変
り
少
い

一
地
で
最
大
の
利
用
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ

か
ら
の
農
業
は
相
当
頭
を
使
わ

れ
ば
覚
っ
て
ゆ
け
な
く
な
る
事

も
名
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
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で
こ
れ
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ら
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い
立
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供
の
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は
特
に
大
切
だ

と
想
い
ま
寸
。
有
甲
な
r
供
は

貧
富
の
別
な
く
最
高
慶
の
教
育

木を
受
け
て
、

指
導
者
を
育
て
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
日
向
市
が

中
心
に
な
っ
て
一
匹
に
も
学
生

寮
が
断
く
出
来
ま
寸
。
こ
の
ヒ

う
に
今
無
の
日
向
市
は
大
い
に

希
9
1
の
奪
で
あ
り
、
皆
さ
ん
の

御
協
力
か
貞
に
必
要
と
す
ろ
郵

で
あ
り
ま
寸
。
大
い
に
仙
き
住

み
よ
い
明
朗
な
H
向
巾
を
卿
設

し
よ
う
で
は
あ
り
ま
サ
ん
か
。
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．
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稲
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設
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［
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所
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を
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る
た
め
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も
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で
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は
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り
ま
す

す
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ろ
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。
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。
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大
い
に
働
き
活
躍
し
て
将
．
該
当
の
方
々
に
は
市
教
育
委
員
が
あ
り
ま
し
た
節
も
該
当
の
方

画
聴
講
警
鐘
購
鍮
蜂
贈
腱
鍾
三
国
謬
莚
綴
は
出
醸
し
て
下
さ
い
．

場

賀
し
た
の
に
、
こ
う
し
た
意
見
を

聞
か
さ
れ
て
、
い
さ
さ
か
冷
水

三
「
の
思
い
が
し
た
の
で
し

た
。
私
達
は
こ
れ
ら
の
意
見
も

入
い
に
取
り
容
れ
て
⊥
場
硯
設

後
漁
民
の
万
々
を
困
ら
カ
こ
と

の
な
い
よ
う
に
対
午
を
守
て
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
立
場
の

相
違
は
意
見
を
正
反
対
に
さ
朝

す
る
の
で
あ
る
こ
と
を
一
分
認

｝
め
て
隣
町
と
の
好
し
み
を
一
刷

一
戸

動

’ll’講市 罠，、饗

て
分
に
応
じ
た
計
両
を
立
て
・

＼
、
楽
し
い
社
会
を
築
き
ヒ
げ
・

る
よ
う
努
力
し
ま
し
よ
）
。

工
場
が
建
設
さ
ね
る
と
関
係
し

た
弔
業
が
多
く
な
り
、
市
外
の

人
々
も
移
“
し
て
人
［
も
増

し
、
“
寧
が
多
く
な
れ
ば
久
賊

名
も
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。
市

は
こ
の
受
入
れ
の
た
め
都
市
訓

　
　
工
場
誘
致
態
勢
確
立

　
　
　
　
　
都
市
計
書
着
工
　
　
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拓
水
問
題
で
戻
対
し
て
い
た
漁
「
洋
紡
績
を
日
向
市
に
誘
致
す
る

民
側
も
、
県
の
畝
意
あ
る
父
渉
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
工
業
都
一

に
騨
さ
れ
正
月
七
日
め
で
た
冨
縫
に
窪
す
る
発
日
血

く
調
印
が
行
わ
れ
て
、
弦
に
新
　
市
民
は
、
工
場
受
入
に
つ
い
て
　

運

　　　　　　　　　　　　一　　　　　一　　　　　　　　　　｝　　　｝　　　　一　　　｝　　　一一

農林課
秀農
員

会業

了1〒長歪、望《

↓

画
も
や
り
“
毛
も
学
校
も
増
築
一
年
初
頭
ほ
の
ぼ
の
と
明
る
く
工
一
あ
ら
ゆ
る
協
力
を
積
極
的
に
し
「

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
…
場
誘
致
の
県
内
態
勢
は
稽
立
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
時

一
〆
く
す
る
よ
う
に
勢
力
し
な
け
一
お
鉄
の
内
次
々
と
電
気
や
港
や
へ
れ
、
県
民
総
協
力
の
も
と
に
粟
一
的
に
興
奮
す
る
よ
う
な
で
こ
と

1市議会議場

関

会。1課

玄

市金庫

鰍議了琳総務課選
窪

駆
務
局

W
C

蜘」囑

課税

牲鎌脚暢所

W
C

し庫 倉　庫

工
豊
戸

商
縦

W
　　　上木課
C

図向市役所庁舎案内日

1

▼

算
v
5
・
鱒
7

、

e

脳

戸
　
　
し
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，墾出

3
を

声の民市
●
≧
o
’
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

亀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

今
年
の
市
政
に
望
む
　
｛
野
脳

　　　禺

内　　　興

　　　銀

倉聖
　　　獲

一
、
車
洋
紡
受
．
「
丁
目
倫
理
講
戯
集
」

　
　
　
　
　
　
　

入
態
勢
の
牲
だ
、
逆
庚
り
で
な
い
、

　
　
　
　
　
嫡

速
か
に
諸
股
の
呉
体
案
を
崩
立

し
、
衆
智
を
結
集
し
て
、
充
分

検
討
を
加
え
決
定
事
項
に
つ
い

て
は
即
時
“
つ
強
力
に
実
行
に

移
「
こ
と
。

　
二
、
日
向
市
怒
断
万
力
彊
∴
㎡

　
　
　
画
の
策
定
。

　
前
項
に
閉
而
し
て
五
二
後
の

日
向
］
業
部
巾
の
経
済
は
斯
く

あ
ら
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
1
1

樺
を
棚
立
し
、
此
の
口
樽
逆
成

の
た
め
条
桝
、
政
策
を
暫
定
、

本
有
を
そ
の
第
一
次
一
1
β
と
し

一
年
一
4
1
と
目
標
の
r
現
に
轟

任
ナ
る
こ
と
。

児
1
、
‘

嘉

農
業

・ド

岩

．
－

人
戦
阿
国
民
を
導
い
て
来
た

、
　
　
鳳
　
　
　
亀
　
　
竃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
・
不
満
も
取
あ
げ
て
献
身
的
な
政
・

δ
一
治
を
す
る
た
め
灸
員
の
努
力
三
、
簡
易
水
道
施
設

名
　
一
を
集
中
し
、
市
民
の
感
情
と
生
　
三
、
交
通
量
増
大
に
よ
る
土
々

　
　
　
活
を
認
識
す
る
こ
と
。
　
　
　
呂
毛
よ
り
罵
溝
間
道
路
拡
張

の
還
暦
工
場
誘
致
が
両
雄
と
な
っ
た
一
舗
装
の
招
巡

d
揚
さ
一
こ
と
は
市
民
は
ひ
と
し
く
商
ぴ
四
、
海
水
浴
場
の
設
備

　
　
　
一

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
よ
う
護
っ
て
居
ら
れ

…
機
会
に
今
ま
で
唯
只
管
に
撃
発

一

一
展
に
協
力
し
平
抱
し
て
き
た
Ψ
…
現
在
日
知
屋
小
学
校
は

一
蹴
地
区
と
し
て
次
の
拳
闘
を
希
・
足
し
て
い
る
の
に
、
製

望
し
ま
す
。

一一

A

　
宅
を
含
む
）
の
誘
致
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

り　つヘ　 コヒ

所宰が
関：不’

係
で
曽
恨
区
は
賀
ナ
ー
－
◎
戸
数
［

工
場
関
俸
宅
（
公
営
往
融
懸
隔
貿
㎎
懸
口
蔑
の
、
殊
に
，
い
世
代
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
築
を
早
急
お
願
い
す
づ
。

一
れ
た
簿
囎
立
脚
し
「
政
断
申
上
る
が
・
当
局
は
直
ち
に
孔
孟
、
f
・
量
、
金
ケ
浜
、
塑
を
持
つ
こ
と
を
離
し
て
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毛
地
区
に
公
衆
蹴
話
の
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
、
教
育
予
算
の
増
額

は
道
徳
な
り
し
と
の
信
念
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ψ
富
に
な
っ
た
よ
う
に
思
う

と
っ
か
れ
た
市
政
を
申
膏
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
こ
と
は
早
計
だ
。
…
門
川
漁
民
の

勲
ぼ
伺
ぞ
鳳
凧
の
志
を
知
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
直
緩
蝋
腺

や
な
ど
巾
さ
れ
ず
、
万
骨
枯
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
が
深
く
な
る
の
で
市
は
充
分
呂

こ
と
な
き
よ
う
　
・
　
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
て
い
か
れ
ば
な
ら
ぬ
。
門
川

　
鯉
へ
躍
れ
繭
雀
も
鳳
眠
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
は
将
来
合
併
し
て
八
々
に
繁

　
　
皆
時
卒
．
得
て
心
ゆ
た
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
を
計
る
べ
き
地
の
利
に
あ
る

　
　
農
業
（
凡
々
沖
》
　
　
　
　
の
で
ぱ
な
い
か
。

　
　
　
荻
原
俵
一
．
一
郎
　
　
甲
二
時
区
長

巾
精
民
に
サ
壱
ス
す
る
　
　
八
木
秋
義

た
め
、
市
民
課
を
設
け
た
と
あ
　
　
輝
か
し
き
三
十
二
年
度

る
が
、
壌
務
や
吏
員
が
唄
陶
し
何
ん
と
言
っ
て
も
世
界
各
国
の

な
い
k
～
望
む
。
赤
了
の
根
化
仲
間
人
り
が
出
来
て
一
人
前
に

は
人
d
費
で
あ
る
こ
と
冷
巾
長
男
d
出
来
ろ
こ
と
に
な
っ
た
弔

ま
ん
え
て
、
紳
八
へ
吏
μ
が
居
な
　
で
あ
り
ま
し
よ
う
。
門
向
巾
も

い
か
奉
わ
調
へ
ト
六
い
。
　
　
　
」
場
誘
致
の
目
鼻
が
つ
き
の
々

　
南
民
沸
仁
頼
陰
し
膏
な
皐
桝
本
腰
を
こ
れ
に
集
申
鳩
e
－
1
る
こ

－
　
・
－
、
巾
民
の
微
細
な
外
甲
」
を
期
待
し
（
い
ま
す
。
こ
ω

　
　
細
島
高
々
谷
区
長

　
　
　
佐
藤
松
次
郎

　
工
場
誘
致
問
題
も
女
笠
解
決

し
た
の
で
、
今
後
私
共
に
課
せ

ら
れ
た
る
飛
翔
は
納
税
完
納
に

よ
り
明
る
い
巾
政
の
第
一
ル
を

築
く
こ
と
で
あ
る
と
田
い
う
。

　
　
上
原
町
区
長

　
　
　
　
。
命
　
ら
一
、
　
ム
＾
「
　
陣
ノ
隔

　
　
　
i
房
μ
斗

G
、
東
部
区
画
首
回
は
三
四
年

前
よ
り
の
岬
案
で
あ
る
の
で
、

ユ
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
ナ
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
し
ヒ

錯
－
伊
こ
。
階
撫
宕
一
～
～
、
㎎
り

し
て
甲
告
刊
1
が
先
決
で
あ
る

⇔
、
今
臼
の
同
罪
に
お
い
て
巾

長
は
教
’
1
1
に
は
特
に
力
を
人
口

　
（
幽
々
津
）

　
　
赤
木
花
子

早
く
延
岡
の
よ
う
に
六
工
場

代
償
な
る
柿
の
タ
ネ
な
る
も
の

を
諌
ん
で
お
り
ま
す
。
小
な
り

と
も
港
あ
り
川
あ
り
（
石
川
興

れ
に
伴
う
港
湾
の
予
備
が
本
年

の
市
政
の
ヤ
マ
で
あ
る
と
思
い

　・
ま
す
。

　
工
業
都
市
日
向
、
こ
れ
が
私

［

ま
す
。
近
く
営
林
署
も
脚
高
に
…

移
転
ゲ
る
と
か
、
大
い
に
結
構
・

お
家
が
大
き
く
な
っ
た
ら
タ
ン
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ス
の
隠
場
も
白
然
と
異
る
こ
と
…

で
し
ょ
う
と
私
は
申
し
で
お
b
一

ま
ず
。
で
も
、
に
ぎ
り
め
し
の
｝
を
見
ま
し
て
日
向
市
の
玄
関
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

夢
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
言
う

ま
で
も
な
く
こ
れ
と
併
行
す
べ

き
も
の
と
し
て
市
民
教
育
楽
士

が
あ
り
ま
す
。
現
π
教
秤
、
文

化
施
股
の
不
備
が
悩
み
の
欄
の

一
つ
で
あ
り
ま
す
が
、
以
上
が

本
年
の
市
政
の
大
き
な
課
題
だ

と
思
い
ま
す
。

　
　
富
高
駅
長

　
　
　
田
畑
秀
夫

　
工
場
湧
致
閥
題
も
解
決
曙
光

プ
々
五
典
）
駅
も
広
い
「
地
の
㎝
お
の

処
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
姉
妹
工
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

場
の
一
つ
や
二
つ
造
っ
て
頂
く
．

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
が
三
十
二
年
の
巾
政
に
9
1

吾
私
の
念
勲
で
㌻
。

預
る
我
等
一
同
の
決
意
も
新
た

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
や
が
て

数
カ
月
後
に
は
入
郷
地
帯
に
は

　
　
の
官
－
一
、
海
辺
に
は
鋲
の
音

が
聞
え
て
来
る
こ
と
を
望
む
や

切
で
あ
る
。
上
椎
醜
電
源
胴
発

が
一
応
孔
済
し
て
玄
関
の
人
の

動
き
も
貨
物
の
動
き
も
昔
臼
の

感
が
す
る
。
市
政
に
望
む
意
見

は
別
と
し
て
将
来
の
大
日
向
市

麹
設
の
た
め
大
い
に
張
切
っ
て

輸
送
の
蹴
責
を
担
当
す
る
覚
悟

で
す
。

　
　
商
店
会
珊
壌
長
（
上
町
）

　
　
　
福
森
末
義

　
中
小
企
業
の
振
興
は
園
民
経

済
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
り

こ
の
振
興
助
成
策
が
最
も
必
要

で
あ
り
ま
す
。

　
商
店
街
と
し
て
市
政
に
望
む

こ
と
は
商
工
課
の
強
化
拡
充
に

よ
り
商
業
者
と
の
緊
密
な
る
連

絡
と
育
成
指
導
を
お
願
い
し
ま

よ
。

水
稲
二
期
作
に
つ
い
て

農
業
視
察
記
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
＼
二
三
有
食
糧
肇
梢
は
極
　
て
は
直
接
話
合
い
ま
す
が
、
．
．

　
　
占
協
副
会
長
（
、
o
イ
）
　
　
め
て
好
転
し
ま
し
た
が
、
木
だ
　
7
1
中
旬
播
種
で
L
月
下
旬
に
第

　
　
　
椎
葉
　
勝
約
二
秀
蔽
い
養
が
毎
年
一
－
一
を
収
穫
し
八
月
一
・
ご
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輸
入
さ
れ
て
い
る
実
情
で
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
第
二
回
口
の
川
植
と
な
り
ま

　
東
汀
勅
工
場
受
入
れ
と
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。
ま
た
本
県
は
有
難
く
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。
前
竹
用
の
椰
、
一
は
化
海
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
台
風
が
殆
ど
毎
鐸
来
関
し
て

黒
木
博
文
（
以
上
三
＋
名
）
適
期
に
あ
る
水
稲
に
笑
被
害
欧
化
地
方
の
鴛
地
の
．
滞
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
を
も
た
ら
し
て
お
り
ま
す
。
こ
　
選
び
ま
す
と
日
向
市
で
は
大
体

9
、
巾
消
防
団
長
長
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
北
島
巨
人
、
黒
木
叉
好
、
．
一
れ
ら
の
点
か
ら
水
稲
多
収
、
防
蹴
畝
星
置
の
必
要
は
な
く
な
る

　
矢
化
義
厘
、
山
内
猛
、
内
山
一
災
営
農
が
な
き
れ
ね
ば
な
り
ま
の
で
あ
り
ま
す
が
二
月
中
旬
播

　
茂
光
、
三
樹
ウ
男
、
二
合
均
一
せ
ん
が
、
本
市
の
場
合
電
《
育
秤
の
低
温
長
期
育
苗
が
増
収
の

酬
製
難
聴
粛
鱗
鵬
細
川
轡
欝
欝
購
繍

　
黒
木
定
札
、
木
田
米
久
、
児
「
進
地
の
視
禦
を
し
て
来
ま
し
た
　
い
っ
て
お
り
ま
す
。
湾
口
の
み

瓢媒

｡
碑
糊
撫
羅
の
報
告
の
要
旨
で
あ
鷲
鎌
鱗
耀

中
山
卓
郎
、
一
木
盛
、
照
門
※
九
州
電
力
佐
賀
農
業
※
九
州
一
を
誇
る
紺
橘

り班

�
D
螺
県
議
魂
総
　
よ
・
鰭
熊
本
県
河
内

　
団
回
雪
光
告
山
下
区
・
第
十
水
稲
二
期
引
摂
、
花
ハ
、
そ
榮
　
　
河
内
み
か
ん
と
し
て
数
百
年

　
三
、
第
十
五
、
第
十
六
部
消
　
（
ト
マ
ト
、
胡
瓜
）
の
栽
培
試
　
の
歴
史
を
も
つ
て
お
り
ま
す
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
防
後
援
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
村
は
、
〈
7
で
も
村
の
経
折
の

個
人
　
黒
木
新
蔵
（
秋
瀕
区
長
）
一
　
二
期
作
の
実
際
に
つ
き
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
割
以
上
が
み
か
ん
に
よ
っ
て

　
　
8
≡
≡
噸
・
陶
・
一
・
三
・
器
・
噂
垂
…
…
≡
．
…
3
。
≡
≡
≡
．
≡
≡
．
。
。
≡
≡
囎
一
．
，
　
　
　
　
　
・
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
営
通
航

　
　
…
衛
生
だ
よ
リ
…
　
　
四
＋
五
町
、
水
田
八
ヨ
町
に
対

　
　
…
三
・
≡
≡
…
≡
・
≡
垂
≡
≡
著
・
・
毒
茎
毒
≡
葦
≡
一
≡
≡
…
妻
－
　
　
　
　
　
し
て
三
〇
四
町
歩
の
み
か
ん
閣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。
御
希
認
の
向
は
二
月
木
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
あ
り
、
Ψ
二
五
反
歩
の
み
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
に
衛
生
課
ま
で
6
1
出
下
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
畑
を
経
慨
し
て
反
収
十
三
万

　　

@　

@　

@　

@　

@　

蛻
ｫ
評
継
継
鑓
裳
矧
喘
鞭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叩
に
副
え
ぬ
こ
と
が
あ
り
ま
す
一
い
ま
す
・
三
＋
三
年
度
ま
で
に

市
役
所
案
内

（
そ
の
一
）

市
役
所
に
は
ど
ん
な
課
が
あ
り
「
厚
生
、
研
修
な
ど
に
関
す
る

ど
ん
な
召
嘱
を
し
て
い
る
か
、
｛
　
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
あ
ら
解
し
を
お
知
ら
せ
し
｝
◇
文
書
係

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
文
型
の
収
受
発
送
保
管
、
法

○
市
長
室
　
　
　
　
　
　
　
…
　
規
図
書
の
留
那
保
管
。

　
市
長
室
は
塾
長
の
居
り
ま
す
一
◇
広
報
係

　
部
屋
と
は
報
う
も
の
で
、
課
一
　
広
報
官
爵
、
市
政
広
報
の
刊

　
と
同
じ
性
贋
の
も
の
で
す
。
　
　
行
、
報
道
機
関
と
の
速
絡
協

　
市
長
室
は
次
の
五
つ
の
係
に
　
　
調
、
市
政
の
相
談
処
理
、
公

　
分
け
て
あ
り
ま
し
て
、
上
な
一
　
聴
会
な
ど
に
関
す
る
こ
と
。

　
臨
急
を
か
い
つ
ま
ん
で
み
ま
◇
統
計
係

　
す
と
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
政
主
要
事
項
の
調
介
統
計

◇
秘
鍵
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
政
要
覧
編
集
発
行
、
指
定

　
交
際
仇
野
、
市
長
の
秘
井
、
　
　
統
計
及
び
県
紐
副
な
ど
に
関

　
公
印
管
守
、
乗
用
自
動
車
の
　
　
す
る
こ
と
。

　
管
理
、
ま
た
他
に
属
し
な
い
　
○
総
務
課

　
訓
明
新
口
な
ど
し
ま
す
。
　
　
　
三
つ
の
係
に
分
れ
て
い
ま
す

◇
人
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
◇
庶
務
係

　
職
員
の
人
肇
、
服
務
、
福
利
　
　
市
の
条
例
規
則
、
市
議
会
に

う
≡
善
一
三
＝
三
后
一
一
「
一
箋
ヨ
一
三
＝
毒
「
塁
一
藝
…
謹
≡
［
「
≡
一
「
三
ヨ
ヨ
三
一
「
一
三
「
三
一
季
三
…
「
一
毒
葺
．
三
三
量
雲
｝
葦
「
「
「
三
叢
≡
一
＝
「
≡
§
≡
霧
≡
≡
一
「
塁
美
ヨ
ヨ
…
署
㎜
一
冊
薫
壽
ヨ
一
華
一
「
「
謹
≡
一
≡
一
≡
≡
一
琵
≡
≡
≡
≡
一
＝
「
三
蚕
≡
［
≡
ヨ
＝
一
差
箋
≡
三
琵
一
一
［
一
塁
三
≡
罵
一
＝
≡
一
＝
≡
≡
≡
F

凶」1111∩lll勘の

新

　　春
消
防飾
出る
初i
慣

行
わ

る

1川1，II川「剛1

　
肝
れ
　
一
一
　
一
番
σ
瞬
占
．
郁
回

る
市
消
防
出
初
式
ほ
、
看
日
「

、
前
し
時
平
か
り
、
川
か
い
好
人

に
忠
よ
れ
実
況
㌧
田
飛
行
場
こ

f
）
」
ヒ
L
　
ノ
・
＼
O

／
f
二
二
苓
　
　
　
し
凄
一

　
巾
内
の
消
防
団
け
八
分
団
二

卜
一
部
門
丁
五
7
日
名
⊂
二
一
国

旗
掲
揚
で
見
場
長
腎
・
詣
る
に
続

、
三
尾
等
長
が
点
検
長
と
な
つ
一

て
各
部
ご
と
に
点
検
、
次
い
で

分
列
行
進
、
発
水
試
験
、
人
戸

式
が
あ
り
り
後
四
時
終
り
ま
し

た
。
当
U
は
口
i
朝
か
ら
来
質
、

巾
論
員
、
徊
客
零
丁
人
か
集
り
一

、
最
後
に
行
わ
れ
ま
し
た
一
齊

赦
水
は
広
々
と
し
た
旧
飛
行
場

　
一
面
に
、
全
ポ
ン
プ
か
ら
物
ザ

こ
い
水
引
の
放
列
を
臼
り
、
日

向
蒲
消
防
団
の
威
刀
と
敏
煙
さ

を
小
し
ま
し
た
。

　
な
お
当
日
表
彰
き
れ
た
の
は

・
次
の
通
り
で
す
。

1
、
服
装
規
律
動
作
の
優
鶴
ω

■一誘，1部　　　　消防出初式における国旗掲揚　　　　　　耶動第
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’警護
　　　　　4　　　　　　　　3　　　　　　優’卜

1講窪野鰐1ザll影1雛

　
（
梶
本
H
f
）
三
等
－
第

　
四
部
（
財
光
㌔
）

5
、
県
知
肇
戎
彰
（
敬
称
賂
）

　
山
下
奈
艮
一
（
第
三
分
団
長
）

　
甲
4
．
誠
山
甲
（
第
六
ハ
刀
田
長
㌔

6
、
県
消
防
協
会
長
人
彰

　
松
木
降
（
第
三
部
長
）
、
河

　
野
撫
英
（
第
五
部
長
）
、
黒

　
木
食
（
第
四
部
）
児
一
信
昭
、

　
（
十
－
六
部
長
）
、
M
川
人
甲
附
n
和

　
（
二
十
二
部
長
）
、
橋
口
貫

　
之
（
二
一
九
部
長
）

7
、
県
消
防
協
会
日
向
支
部
長

　
姦
彰

　
国
何
日
歳
（
本
部
）
、
三
樹

　
次
男
（
六
特
長
）
　
、
柏
田
く
W

　
久
（
i
三
部
長
）
、
柄
本
靖

　
人
（
十
九
部
長
）
、
第
十
八

　
部
（
金
ケ
浜
）

　
、
　
」
‘
く

　
　
　
　
く
ク
ノ
ノ

8
　
　
4
王
ー
ゴ
彪
早

　
第
．
．
縛
部
（
田
の
原
）

　
個
人
の
部
攻
藤
－
口
証
、
河
野

　
良
嬉
、
高
橋
二
十
、
前
田
万

太
郎
、
小
橋
菖
徳
、
Ψ
田
茂
男

　
黒
本
鶴
雄
、
黒
木
穐
弘
、
黒

木
起
．
人
、
黒
木
辰
弥
、
κ
川

　
恵
之
助
、
一
政
旗
、
神
崎
利

去
、
疋
川
力
、
佐
藤
清
、
無

　
木
田
澄
、
本
宮
通
、
児
ト
道

　
人
、
川
野
乃
一
、
白
川
政
行

　
甲
媛
一
生
、
梅
野
秀
雄
、
木

　
村
倶
之
、
山
上
三
郎
、
河
野

　
葵
弦
、
畏
野
治
行
、
宮
内
辰

　
襲
、
可
四
尋
物
一
、
犠
艦
・
ん
尺

◎
モ
デ
ル
部
落

　
　
の
育
成

　
蚊
、
ハ
ェ
の
撲
滅
は
常
時
不

断
の
努
力
に
よ
っ
て
逮
成
出
来

る
こ
と
で
あ
り
、
市
民
の
擁
ま

さ
る
精
巡
に
伏
つ
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
一
方
法
と
し

て
今
年
も
「
璋
境
衛
生
直
諫
モ

〆
ル
雁
需
一
を
据
娩
い
た
し
ま

一
か
ら
f
め
御
濯
書
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
百
町
の
み
か
ん
園
を
め
ざ
し

矧糊
J
灘
鱗
…
幽
晦
翫
掛
M
鰹

と
思
い
ま
す
の
で
一
層
の
御
協
一
の
ケ
ー
ブ
ル
も
大
い
に
利
用
さ

一
力
を
瓢
い
ま
¢
。
　
　
　
　
　
一
れ
て
い
ま
す
。

　
附
講
ず
る
こ
と
、
各
区
（
虹

　
　
　
　
　
　
り

　
落
）
と
の
速
絡
な
ど
が
主
ハ

　
仕
事
。

◇
財
政
係

　
財
政
（
予
算
、
交
付
税
、
嵐

　
憤
）
に
つ
い
て
の
事
務
、
叫

　
政
の
計
画
と
公
裏
、
財
政
胤

　
建
躯
備
な
ど
の
仕
事
は
こ
m

　
係
。

◇
管
財
係

　
管
財
係
は
市
が
持
っ
て
い
鴫

　
山
や
農
場
な
ど
の
財
産
の
櫨

　
理
を
坦
当
し
、
常
に
市
有
見

　
産
の
も
り
を
し
て
い
ま
す
．

こ
の
他
こ
の
課
で
は
電
話
交
坦

の
事
務
、
久
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、

使
丁
、
ど
の
課
に
も
属
し
な

仕
事
も
あ
り
ま
す
。

三
三
室
は
十
五
名
、
総
務
課
、

十
四
名
の
課
員
で
す
。

　
特
に
栽
培
技
術
指
導
は
県
柑

橘
試
験
場
が
同
村
内
に
あ
っ
て

向
市
に
も
そ
の
適
地
が
三
、

一

百
町
歩
も
あ
り
工
場
の
三
陸
と
｝
る
。
改
め
て
成
人
に
あ
た
り

四
一
そ
こ
に
は
笑
え
な
い
も
の
が

蔽
轍
縢
麗
難
読
甥
潮
高
郷
麺
禰
雛
墾
嫁

癖
蝋
蒲
謡
曲
へ
（
雛
鯉
係
長
の
望
の
・
の
案
め
る
こ
・

」熱蟹、蕊iば
成
人
さ
れ
た
入
人
の
生
活
に
一
現
象
だ
ろ
う

は
い
っ
て
ゆ
き
ま
す
」
と
、
く
｛
ず
に
は
い
ら
れ
な
い

ぎ
ず
け
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い

の
だ
。
n
然
・
n
然
に
そ
の

段
階
に
は
い
っ
て
ゆ
く
。
で
も

一
瞬
、
心
を
気
分
的
に
き
り
開

い
て
見
る
と
ゾ
ー
ソ
ト
す
る
。

ズ
ル
ズ
ル
と
こ
の
こ
十
年
聞
に

本
も
抗
め
る
　
　
字
も
書
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
私
に
と
っ
て
は
今
か
ら
の
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
な
れ
邸
で
あ
る
か
も
判
ら
な

成
人
式
を
迎
え
て
　
　
　
　
　
…
ま
ず
は
責
両
口
に
生
き
希

　
　
　
　
i
美
し
く
生
き
た
い
1
　
　
　
一
成
人
に
な
ろ
う
と
す
る
今
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧
そ
の
後
に
つ
づ
く
日
々
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
口
高
喜
久
子
（
梶
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
個
性
も
な
に
も
な
い
人
間
け

一
本
の
糸
が
ポ
ツ
一
よ
う
に
な
っ
た
。
秘
密
な
両
親
凡
に
生
き
て
ゆ
く
他
道
が
あ

ン
と
切
ら
れ
た
よ
・
に
も
知
ら
れ
た
く
な
い
よ
う
な
う
は
ず
が
な
い
で
は
な
い
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
が
そ
の
平
凡
に
生
き
て
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
の
難
か
し
さ
・
い
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
角

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
生
き
る
事
だ
よ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
来
る
だ
け
齢
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
出
来
る
だ
け
長
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
シ
ユ
ト
ム

う
に
「
さ
あ
・
私
…
こ
と
も
心
の
中
に
は
山
と
則
れ

は
あ
，
、
数
日
す
れ
医
ゑ
こ
澱
晦
搬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
十
代
か

　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
ら
離
れ
よ
う
と
し
て
い
る
自
分

　
　
　
　
　
　
　
痂
心
が
ど
ん
な
色
を
し
て
成
人

　
　
　
　
　
　
　
…
の
日
を
む
か
え
れ
ば
よ
い
の
か

　
　
　
　
　
　
　
…
心
の
統
制
さ
れ
て
い
な
い
者
に

　
　
　
　
　
　
　
一
は
そ
れ
が
判
ろ
う
は
ず
も
な
い

　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
皿
色
々
の
再
び
や
人
間
的
な
悩
み

　
　
　
　
　
　
　
㎝
を
紬
果
的
に
処
理
し
て
み
て
も

　
　
成
果
を
あ
げ
た

　
　
　
　
　
歳
末
扶
け
あ
い
運
動

　
日
向
市
社
会
劇
損
協
議
会
で
．
　
玩
只
類
　
　
　
　
　
一
二
点

は
旧
ろ
う
十
二
月
に
歳
末
扶
け
．
米
　
　

一
斗
一
升

合
い
運
動
を
実
施
し
て
来
ま
し
　
　
こ
れ
ら
の
金
品
は
次
の
よ
う

た
が
、
各
田
中
及
び
市
民
の
皆
　
に
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

き
ん
の
深
い
御
理
解
と
御
協
力
　
　
一
般
園
窮
甲
帯
二
九
四
世
帯

で
ア
想
以
上
の
成
果
を
あ
げ
褐
．
朱
帰
還
者
留
守
家
庭
、
二
五
世

ま
し
た
こ
と
を
深
謝
致
し
て
お
帯
、
長
期
（
結
核
、
精
神
病
）

り
ま
す
。
成
果
は
次
の
通
り
で
　

あ
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
一
一
一
、
み
ど
り
園
（
親
と
同
居

　
現
金
　
　
四
八
、
六
四
八
円
．
出
来
な
い
笹
書
）
五
〇
、
ろ
う

衣
料
品

日
用
難
貨
品

靴

く

市
広
報
入
賞

患
者
五
〇
人
、
宥
宅
結
核
患
者
｝
は
宮
崎
市
で
あ
り
ま
し
た
℃

一一

l
九
点
学
校
約
百
、
母
子
寮
児
童
四
七

四
訟
盤
、
授
産
場
作
餐
三
。
人

宮
崎
県
主
催
、
県
下
市
町
科

報
紙
、
公
民
館
報
コ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
　
「
日
向
市
広
招

第
十
四
号
（
十
月
号
）
を
穴

作
品
と
し
て
提
出
中
の
と
ど

こ
の
程
審
査
結
果
発
表
が
あ

ま
し
た
が
、
第
三
位
入
賞
で

状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

一
な
お
第
一
位
は
延
岡
市
、
二

今
後
さ
ら
に
皆
様
の
御
協
力

も
と
に
勉
強
を
重
ね
て
、
ト

広
報
紙
を
作
る
よ
う
努
め
セ

と
思
い
ま
す
。
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